
                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
5月号 

新学期が始まって早くも１か月が経ちました。多くの子どもたちは新しい環境に慣れ、お友達と元気に遊ぶ姿が見られるようになって

きました。一方、体や心に疲れが出て、怪我をしたり、体調を崩しやすい時期でもあります。 

また、大型連休で生活が乱れがちになってしまうので、生活リズムをくずさないよう注意していきましょう。 

4月の感染症は突発性発疹1名でした。朝夕の気温差から鼻水や発熱のみられるお子様が徐々に増えてきています。 

引き続き体調管理には注意して下さい。 

 

爪はきれいかな？ 

 

子どもたちは様々な物に触れるため、爪（つめ）の中に汚れが入

ったり、伸びていると欠けたりしてしまいます。汚れが溜まると

炎症を起こし、爪の病気になってしまうので、手洗いで落としき

れない汚れは、お風呂できれいに落としてあげましょう。 

 

また、爪が長いとどこかにひっかけてしまったり、お友達

を傷付けてしまうことにもなりかねません。おうちでは定

期的に切ってくださるようにご協力お願いいたします。 

熱が出た時の 

お家でのケア 

湯冷まし、麦茶、子ども用

イオン水、経口補水液果汁

などが適しています。子ど

もが進んで飲みたがる物

を与えましょう。 

水分補給 食事 

衣服 汗を 
かいたら 

食欲があれば、喉越しがよ

く、消化によい物を与えま

しょう。乳児で食欲がない

場合は１回の量を減らし、

回数を増やして与えてみ

ましょう。 

熱の上がり始めで寒がる

時は保温できる服で、熱が

上がりきったら薄着に替

えます。汗をかいたらこま

めに取り替えましょう。 

ぬるま湯に浸し固く絞った

タオルで体を拭いてあげま

しょう。汗をかいた体がさ

っぱりし、熱を放散させる

効果もあります。 

令和8年5月1日発行 

なかのしまのぞみ保育園 

     

はしか 

感染力の強い病気なので、解熱後３日を過ぎるまでは登園停止となり

ます。体力が消耗しないようにできるだけ眠れる環境を整え、加湿器な

どで湿度を保ちましょう。熱が高い時は氷枕や保冷枕などで体温を下

げるようにします。食欲が落ちていることが多いので、無理に食べさせ

ることはせず、水分を十分に与えましょう。水分がとれず、嘔吐や下痢

がひどい時は、脱水症状を起こしているかもしれないので、早めに受診

する必要があります。 

熱、咳、鼻水などの症状が出始め、数日後、首筋・顔から赤い発疹、口の中に白い発疹が出てから、

再発熱で38～39℃台まで上がり、発疹は全身に広がります。全身症状が強く、かかるととても辛い病

気です。また、肺炎、中耳炎、結膜炎、熱性けいれん、脳炎などの重い合併症を起こすことがあり、とて

もうつりやすく、免疫がない大人にもかかるので注意が必要です。 

はしかにかかってしまったら 

※現在、麻疹患者の発生が全国的に広がってきており、川崎市でも報告が増えてきているそうです。予防するためにはワクチン2回

接種が基本ですが、大人は抗体を持たない人も多いため、症状には十分注意していきましょう。 



※これから大型連休に入ります。 

休日中は生活リズムが乱れやすいので、早寝・早起き・朝ごはんを目標にして 

お休み中過ごすようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな子どもにとって、睡眠は体と脳を大きく成長させ

る時間。十分な睡眠時間をとれているか、生活リズムを

見直してみましょう。 

 生活リズムを整えるホルモンは、睡眠中に分 

 

 

泌され、特に１歳代に急に分泌量が多くなります。小さ

いころによく眠る習慣をつけることが、発達を促し、生

活リズムを整えるというよいサイクルにつながります。 

 

 

 

 

育ち盛りの子どもたちは、毎食しっかり食べること

が大事です。活動エネルギーを補給するだけでな

く、成長のためのエネルギーも必要だからです。朝

ごはんをしっかり食べて、元気のスイッチをON に

しましょう！ 


